
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

  

  〈 ブロック校長会の協議  〉  ～夏休みの小中合同研修会の充実をめざして～  

現在、真和志南ブロック、本庁ブロックの「ブロック校長会」では、夏季休業期間を利

用した「小中合同研修会」の準備が進められています。                      

    具体的な準備として、各小中一貫教育グループの「目標」や「各部会」「取組内容」の

設定を行うとともに、「具体的日程」等について、きめ細かな調整が行われています。 

この協議においては、これまでの「小中一貫教育モデル校」や「小禄ブロック」資料

の有効活用を図り、より充実した研修会となるよう準備が進められています。 

〈 Web-meeting 会議システム研修 追加研修〉 

 離れた複数の場所でも会議が可能な「Ｗｅｂ－                        

ｍｅｅｔｉｎｇ会議システム研修」の追加研修が実施 

されました。４月から６月にかけて、すでに２５１名 

の方々が研修を受講しており、この会議システム 

の活用が各学校や行政に広がり始めています。 

1 小中一貫教育に係る研修会実施 

2  本格実施校の実践紹介① 「神中登校日」  

   平成 26 年 5 月 30 日（金）、神原中学校小中一貫グループでは、第 1 回の「神中登

校日」を実施しました。「神中登校日」とは、小中一貫教育の取組の１つとして、壺屋小

学校、神原小学校の 6 年生児童が神原中学校で終日過ごす日のことです。    

この「神中登校日」では、下記のような流れで学習が実施されました。 

        （１）  オリエンテーション（学校長、コーディネーター、生徒指導主事のお話）  

  （２）  ６年生の教室ヘ移動 （「空き教室」を小学生６年生の教室として活用） 

          （３） 小中学校の教員で連携した「乗り入れ授業」の実施及び「通常授業」の実施 

     （４）  放課後の部活動体験  等 

   この「神中登校日」は、壺屋小学校、神原小学校「別日」に２日間設定され、中１ギャ 

ップの解消に向けた取組が行われています。 

    この「神中登校日」の子どもたちの様子は、6 月 3 日（火）の第 2 回那覇市校長連絡

協議会において、ＶＴＲで紹介をいたしました。 

その後、「神中登校日」に対する子どもたちの感想が壺屋小学校内に掲示されてい

ましたので、壺屋小学校のご承諾を得て、この「推進室だより」でご紹介をいたします。 

当日は、少し緊張気味の子どもたちでしたが、充実した１日であったことが感想の中

にしっかりと表現されています。「神中登校日」の写真とともに、子どもたちの素直な

「感想」を掲載いたしましので、ぜひ、ご覧ください。 
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「次年度導入校」の準備が 

進められています 

 

小中一貫教育推進室だより  

第 1    第３号  （小中一貫教育グループ合同研修会の開催）  

平成 26 年 6 月 25 日 

 

 

 
本庁ブロック校長会における協議  

6 月 10 日（火）於：那覇市役所 

 

Web-meeting 会議システム 

研修の様子 (６月２０日)  

真和志南ブロック校長会における協議 

6 月 17 日（火） 於：古蔵小学校 
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3 「神中登校日」の感想（壺屋小学校６年児童） 

 
 ぼくは、小中一貫教育は必要だと思います。  

        なぜなら、急に中学校に行ってきんちょうして熱を出したらたいへんだからです。 
        それに、なれていないのに行ってきゅうにおこられたらたいへんだからです。  
     ぼくがうれしかったことがあります。それは、りゅうくさんやれおんさん、りゅうさんが中学生ら

しくなっていたことです。とてもすごいと感心しています。  
        昔からの友達がとってもりっぱになってくれて、こうはいとしてうれしいです。  
       これからも、そんけいできるせんぱいでいてほしいです。               

 

私は初めての神中登校日、いつも小学校に通っているので中学校に登校するのはとてもき

んちょうしました。朝のあいさつ運動では去年卒業した先輩達がいて小学校にいたときよりず

っと大人に近付いている感じがしました。オリエンテーションでは、いろいろな先生が紹介をし

ていました。生徒指導の先生が一番きびしそうに見えました。中学校の授業は、各教科のせん

門の先生がいてきんちょうしました。算数の授業の時、中学校三年生が教えにきてくれました。

先輩たちのアドバイスは、小学生とちがって、より深く考えてのアドバイスだったのですごいな、

小学生とは考え方が違っているな、と感じました。小中一貫教育は、小学生と中学生、小学校

と中学校の異なる所を見たり知ったりできるので良かったです。           
                                     

    私は初めて神中で一日授業をして、いろんな思いや、学んだことがたくさんできました。 
    授業では、算数の時間に、中学三年生の人たちが来てくれて、アドバイスをしてくれました。中

学になると、文章が大事だったり、簡単な問題でミスしないほうがいいなどいろいろなアドバイス

がもらえて、とても参考になりました。図書館では、とても壺小とは大違いで、ビックリしました。

職業の本や英語の本があってとても楽しくて、はやく中学生になりたいと思いました。中学と小

学ではとてもちがっていました。 
     他の学校にはこういうものがないので、あと一回の神中登校日を楽しみにしたいです。 

 

私が、小中一貫教育にたいして思うことは、いいことさきどりしたなと思いました。 

中学校は、大変な事もあると思うけど行事もいろいろあるから楽しいとこもあるからです。小中

一貫で中学校に行くのは、一年間で二回あるので入学してもあんまりきんちょうしないと思いま

す。部活動体験は、一回だけど小学校にはない部活もあるのでいい体験だなと思いました。そ

れに、中学校にはやさしいせんぱい方もいるので私たちが中一になる時今の中三のせんぱい

はいないけど中学校生活がとても楽しみです。                            
 

ぼくは、小中一貫教育のことをいいと思っています。 
  なぜなら、小学生が中学生のべんきょうにふれることは、あるいみ、一歩すすむことになるなら

です。さらに、小学生にはその一歩が必要です。 

なので、これからも、小中一貫教育をつづけ、小学生と中学生が交りゅうできるばを作った

ほうがいいと思います。                                   

 

     私は、小中一貫の良い所と悪い所があると思います。 
     まず良い所は、中学校に登校する日があって一日、中学校で過ごすので、中学生になった

ら、そんなに、初めての事が多くてパニックになるということがなくなると思うからです。 
  悪い所は、神原小から神原中にいくのは近くなのでかんたんだけど壺屋小から神原中に行くの

は遠いので、大変という所だけです。 
      私は、小中一貫教育は、良い点の方が多いと思います。 
   良い所であげた例の方（以外）にもたくさんあると思うので、これからも続けてほしいです。                    
 

     ぼくは、小中一貫教育の日に神原中学校に行きました。 
      行く前には「先生はこわくないかな、スパルタ教育なのかな」と思っていました。 
     でも、神中に行ってみると、大川先生もいるし、律子先生もいたからほっとしました。 

      職員室にいってみると先生がいっぱいいました。 
    先生もそんなにこわくなかったし、スパルタ教育ではありませんでした。先生がスパルタ教育で

はないといっても少しこわかったです。 
     やっぱり中学校の勉強のしかたや生と指導はきびしくなっていると思います。 
     中学校では少し教育にきびしいと思いました。やっぱり位が上がるにつれて教育にきびしくな

っていると思います。                                     

「神中登校日」の感想 

(壺屋小学校 ６年生) 

 

 
「神中登校日」 3校合同挨拶運動の様子 

5 月 30日（金） 

 
 大川哲史コーディネーターより説明 

を受ける児童 （オリエンテーション） 

 

識名小学校の合同研修会の様子（5 月 1４日） 

 

空き教室を利用し６年生教室が準備されています。

壺屋小学校 6年担任も一緒で安心です。  

中学校の先生から音楽の授業を受ける子ども 

たち  6月 12 日（木）神原小「神中登校日」 

家庭科で色の組み合わせ方を話し合う子どもたち 

6 月 12日（木）神原小「神中登校日」 
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平成 26 年 6 月 17 日（火）、石嶺中学校小中一貫教育推進グループ（石嶺中学校、石嶺

小学校、城東小学校）において「3 校合同研修会」が開催されました。 

この「3 校合同研修会」は、下記の「公開授業」「全体研修会」の内容で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全体研修会」では、「那覇市の小中一貫教育」の推進について小中一貫教育推進室から

説明が行われた後、3 校合同の「ワークショップ」を行い、小中一貫教育導入に係る「良さ」

「課題」「課題解決に向けた方向性」等について協議を行うことができました。 

  「ワークショップ」では、小中学校の教師が 5 名～6 名のグループに分かれ、校種の枠を越

えて、小中一貫教育について協議を深める良い機会となりました。 （計１４グループ） 

  石嶺中学校小中一貫グループでは、平成 27 年度より本格的な導入の準備に入りますが、

一足先に、小中一貫教育推進の共通理解を深める充実した研修会となりました。 

  

  6 月 9 日（月）、小禄中学校小中一貫教育推進グループ（小禄中、高良小、宇栄原小）で

は、３校の職員が高良小学校に集い「小中合同授業研究会」を開催しました。 

 「公開授業」の授業者は、宇録昌哉教諭（３年４組）で、国語の説明文「めだか」の授業が

公開されました。公開授業では、説明文の「形式段落の要点をまとめる」学習に 30 名の子ど

もたちが真剣な態度で取り組んでいました。 

 授業研究会は、小中学校の教師がワークショップ形式で授業改善に向けた協議を行いま

した。「主体的に学習に取り組む児童生徒の育成」のテーマのもと、①主体的に取り組む児童

の様子 ②学習規律について ③言語活動についての３つの視点で協議が行われました。 

 

 6 月 11 日（水）、神原中学校小中一貫教育推進グループ（神原中、壺屋小、神原小）で

は、壺屋小学校において「小中合同授業研究会」を開催しました。 

公開授業は、壺屋小学校 5 学年で実施され、算数の単元「小数÷小数」 の授業が公開さ

れました。授業者は、花城 誠教諭、金城孝之教諭の 2 名で、5 年 1 組の子どもたちを 2 クラ

スに分けた、きめ細かな少人数指導の授業が公開されました。 

 

    後半の「小中合同授業研究会」の運営の工夫で特筆される点は、「小中連携コーディネー

ター」の大川哲史教諭が「小中一貫教育の視点と本時の授業の関連性」「算数・数学の系統

性」から具体的事例を取り上げて紹介をしていた点です。 

 この説明により、小学校高学年の児童と中学校の生徒がどのような学習過程を経て成長

をしていくのかが参加者にしっかりとイメージ化され、深まりのある授業研究会となりました。 

 

さらに、「思考力・判断力・表現力を育てるノート指導の工夫（小中統一テーマ）の視点で講

師の古蔵小学校教頭、宮里 晋先生から具体的で丁寧な指導助言がなされ、小中一貫教育

の充実に向けて大きな示唆を与えていただきました。 

 

 

 

 小禄中グループ授業研究会の様子 6月 9日（月） 

〈小禄中学校、高良小学校、宇栄原小学校〉 

 神原中グループ授業研究会の様子 6月１１日（水） 

〈神原中学校、壺屋小学校、神原小学校〉 

 

 

 

 

Web-meeting システムで研修会日程調整 （5 月 23 日） 

〈稲福指導主事と石嶺中研究主任との調整〉 

石嶺中グループ小中合同授業研究会の様子 

ワークショップの様子（石嶺中学校体育館） 

４ 本格導入グループ 小中合同授業研究会 

 

５  石嶺中学校グループ 3 校合同研修会開催 

 

〈平成 26 年度 小中合同授業参観及び研修会〉 
  

１ 公開授業   １４：００～１４：５０（５０）    〈H26 那覇市指導案様式活用〉 

  

    1 年 1 組（英語）  ：ONE  WORLD  Lesson3 「Do  you～？を用いて」 比嘉洋子教諭 

1 年 2 組（美術）    :A 表現（１）（２） 色や形で気持ちを伝えよう     宮里盛史教諭 

1 年 3 組（理科）   ：植物の生活と種類〈葉の作りと働き〉            金城真希教諭 

1 年 4 組（家庭科） :日常食の献立と食品の選び方 食事の計画       神森誠司教諭 

1 年 5 組（体育）  ：球技Ⅰ 「バスケットボール」    玉城静香教諭、仲本政毅教諭         

 

２ 移動（体育館へ） 

３  全体研修会  １５：１５～１６：４５（９０） 

            （１）はじめの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・司   会 

            （２）講師紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石嶺中校長  佐久川譲治 

            （３）講 義（小中一貫教育について）・・指導主事    稲 福 政 彦 

            （４）ワークショップ及び発表 

            （５）各学校長あいさつ 

                                石嶺小学校 校長   三田井   裕 

                                城東小学校 校長   仲 盛  光 子 

                                石嶺中学校 校長   佐久川譲治 

                         （６）総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・指導主事    稲 福 政 彦 

                         （７）おわりの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司   会    
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〈6 月（後半）予定〉 

6 月 17 日（火） 小中合同研修会（石嶺中グループ）、開南小学校職員説明会 

6 月 18 日（水）～25 日（水）   

Web-meeting 会議システム研修会 

6 月 24 日（火） 小中合同情報交換会（神原中学校グループ） 

6 月 27 日（金） 小中合同授業研究会（小禄中学校グループ） 

6 月 30 日（月） 小中一貫教育コーディネーター研修会 

〈7 月予定〉 

7 月 1 日（火） 教職員説明会（上間小学校）、真和志南・本庁ブロック教頭研修会 

7 月 3 日（木） 教職員説明会（那覇中学校） 

7 月 4 日 （金） 小中合同授業研究会（金城中グループ）  

7 月  7 日（月） 教職員説明会（上山中学校） 

7 月   8 日（火） 本庁ブロック校長会 

7 月   9 日（水） 第 3 回校長連絡協議会 

7 月 11 日（金） 小中合同授業研究会（神原中グループ） 

7 月 15 日（火） 真和志南ブロック校長会 

7 月 15 日（火） 小中合同授業研究会（鏡原中グループ） 

7 月 18 日（金） 1 学期前半終了、県民一斉夜間街頭指導 

7 月 25 日（金） 小中合同研修会（石田中、那覇中グループ） 

7 月 28 日（月） 小中合同研修会（神原中、金城中グループ） 

7 月 29 日（火） 小中合同研修会（寄宮中グループ） 

7 月 30 日（水） 小中合同研修会（古蔵中グループ） 

7 月 31 日（木） 小中合同研修会 

（小禄中学校、鏡原中、仲井真中、上山中グループ） 
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2014 年 7 月 
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 那覇市小中一貫教育の本格的導入にあたり、なくてはならない大きな推進力となっている

のが、「小中一貫教育アドバーザー」の存在です。 

アドバイザーは、池間生子（いけませいこ）氏で、これまで小中一貫教育モデル校の校長と

して尽力した経験や小禄ブロックの準備期間のコーディネーターとしての実績を活かし、「ブロ

ック校長会」、「各学校教職員説明会」で講話、助言等を行っています。 

  

  池間氏の主なプロフィールは下記の通りです。 

 

H20～那覇市立教育研究所長    
H23～神原小学校校長       

H25 小禄ブロック（金城中）「小中一貫教育コーディネーター」 
   H26 沖大こども文化学科教授  「小中一貫教育アドバイザー」     

 

 

池間生子アドバイザーは、「ブロック校長会」や学校職員研修会の支援の他にも、学校関

係者のミニ研修の講師や各部会への参加、職員へのアドバイスにも派遣が可能です。 

また、これまでの小中一貫教育モデル校、那覇市本格導入校の取組について資料提供も 

可能です。 

「小中一貫教育」の推進に係る池間生子アドバイザーの講師派遣等の依頼がありました

ら、下記までお問い合わせください。 

 

                       小中一貫教育推進室  電話 ０９８－９１７－３５１０  

                               FAX   ０９８－９１７－３５２２  

室  長 松田、 指導主事 稲福、 主  査 備瀬 

 

 

 
池間生子小中一貫教育アドバイザー 

真和志南ブロック校長会で説明する 

池間生子アドバイザー（6月 17日） 

６  小中一貫教育アドバイザー紹介 

 

７  主な予定 （小中一貫教育関連） 

 

サガリバナ （H26.6.20） 


